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イスラームは正義と思いやりの宗教です。道徳を教え、悪い素行を禁止します。年配者には特別
な地位が与えられており、ムスリムは彼らを尊敬し、特に両親と接する時にはそうするよう
促されています。死は年齢を問わず私たちに訪れますが、両親はたいてい年配で、特別な配慮と注意
が必要です。老いの苦しさが、両親を過度の要求に追いやり、またいらいらさせたり不機嫌に
させたりしたとしても、ムスリムは彼らを懇ろに扱い、愛情をもって彼らの世話をすることを義務
付けられています。神は、神のみへの信仰と両親への尊敬の命令を結び付けられました。

“???????????????????????????????????????…” (?????4:36)

??????????????????????????????????????????????????????????????????????????
???????????(???????????)

預言者ムハンマドの言葉は、両親への忠誠と孝行の義務についての知恵で溢れています。
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????????????????????” (???????)

両親への敬意は、天国の門への鍵です。神の命令を守り、両親への愛情を示すことにより、私たちは
永遠の天国をその報酬として受け取るのです。

有益な行為
ムスリムは、両親の死後も引き続き様々な形で彼らを尊敬し敬意を示すことが出来ます。例えば
彼らは祈り、神がその両親に慈悲を示されるよう懇願することが出来ます。また彼らが積み重ね
た他人に対する負債を支払ったり、また神への負債−つまり彼らが生前やり損ねた断食や巡礼(ハッジ)な
どを代行することも出来ます。また彼らの名儀で慈善をすることも出来ます。そして両親の親
族や友人関係を保つこともまた、両親の死後に彼らに尊敬と愛を示し続けることを意味します。こう
してイスラームは人生において、どのような行為が有益であるかを詳細に説明しています。The
Prophet said,預言者はこう言いました：

“??????????????????????????3?????????????????????????(?????)??????????????????????”
(??????????)

また教友の一人が、預言者ムハンマドにこう尋ねたことがありました：

“???????????????????????????”????????“?????4??????????????????????????????????????
?????????????????????????????????????????”(????????????????????????????)

それゆえ私たちハ両親の死後に渡っても、義務付けられた彼らへの孝行と感謝を示し続けなければな
らないことが理解出来ます。預言者ムハンマドはまたある時、天国で大変高い位置に置かれ
た男のことについて話したことがありました。ある男はその話を聞いて驚き、そしてどのよう
にして彼がそのような高位についたのか尋ねました。彼はこう言いました：

“?????????????????????????????”??????????

天国への鍵



21世紀の生活は大変忙しく、そして私たちはしばしば世界情勢に圧倒されます。そしてそうな
ればそうなるほど、私たちはイスラームの生き方の大部分である道徳やマナーを忘れがちに
なります。親孝行は義務ですが、私たちは初期のムスリムの行いを思い起こしてそれを見習うこ
とができます。彼らは天国が母親の足元にあると知ることにより、神の命令に従いつつ両親を
大いに尊敬し、彼らを愛し大切にしました。これらは、単なる私たち先人の言葉ではありま
せん。それらは天国への鍵なのです。

預言者の伝承の中で、私たちはウマル・ブン・アル・ハッターブの息子アブドッラーの行為を見出すこと
が出来ます。アブドッラーはマッカへの道で、一人のベドウィンに出遭いました。彼は穏
やかに挨拶すると、彼が乗っていた家畜の背に彼を乗せ、頭に付けていたターバンを与えまし
た。アブドッラーの友人の一人はこう言いました：“神があなたを導かれますように。彼
らはただのベドウィンです。些細な物で満足するんですよ。”アブドッラーは答えました：
“彼の父は私の父の近い友人だったのです。私は、神の預言者がこう言われるのを聞きま
した：“息子にとってその両親に誉れを与える一番良い方法は、彼の父の友人と懇意であり続
けることです。イスラームは家族の重要性を認知しており、両親と子供の間の愛情に溢れた良い関係を
必要不可欠なものとしています。神に次いで、両親は私たちの感謝と従順に値します。ムスリムは
善良さと慈悲を両親に示すことが義務付けられていますが、そこにはただ一つだけの例外があ
ります。それは両親が子供に神と何かを並べて拝したり、またはイスラームにおいて許されないと見
なされている何かをさせようとする際のことで、そのような場合、子供は両親のその命令に従う
べきではありません。しかしそのようなことがあっても、両親に対して孝行し敬意を払うとい
う義務が取り除くかれることはありません。
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